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ス
ト
ラ
リ
ア
国
立
大
学
に
よ
るV

ietnam
 U
p-

date

や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
域
内
の
ベ
ト
ナ
ム
研
究
機

関
で
組
織
さ
れ
るEuro-V

iet

な
ど
、
ベ
ト
ナ

ム
に
特
化
し
た
研
究
会
議
が
定
期
的
に
重
ね
ら
れ
、

ベ
ト
ナ
ム
地
域
研
究
の
業
績
が
確
実
に
蓄
積
さ
れ

て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
で
も
二
〇
〇
六
年
か
ら
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
出
版
局
か
らJournal of V

iet-

nam
ese studies

と
い
う
学
術
雑
誌
が
毎
年
三
回

刊
行
さ
れ
始
め
た
（
執
筆
時
点
で
本
図
書
館
は
未

購
読
）。
学
位
論
文
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
や
科
研
調
査

報
告
書
、
国
際
研
究
会
議
の
プ
ロ
シ
ー
デ
ィ
ン
グ

ス
（
未
刊
分
）
な
ど
は
基
本
的
に
寄
贈
に
よ
る
た

め
入
手
が
難
し
い
の
で
あ
ろ
う
が
、
本
図
書
館
で

丹
念
に
収
集
・
所
蔵
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
世
界

の
研
究
成
果
を
共
有
す
る
一
助
に
も
な
る
だ
ろ
う
。

最
後
に
、
自
身
の
専
門
領
域
で
い
え
ば
、
農
村

の
ロ
ー
カ
ル
な
地
平
か
ら
「
虫
の
目
」
で
見
る
と

同
時
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
地
平
、
す
な
わ
ち
「
鳥

の
目
」
で
自
分
の
立
ち
位
置
を
見
る
こ
と
は
重
要

な
研
究
の
心
構
え
だ
と
思
っ
て
い
る
。
日
本
の
ベ

ト
ナ
ム
地
域
研
究
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
な
か
で
発

展
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
拡
大
さ
せ
る
た
め
に
も
、

本
図
書
館
が
果
た
す
役
割
は
極
め
て
大
き
い
。
今

後
ベ
ト
ナ
ム
に
関
す
る
所
蔵
資
料
を
さ
ら
に
充
実

さ
せ
て
、
研
究
環
境
を
整
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

切
に
望
む
。

（
い
わ
い　
み
さ
き
／
神
田
外
語
大
学
准
教
授
）

カ
ン
ボ
ジ
ア
国
境
に
接
す
る
メ
コ
ン
デ
ル
タ
・

ロ
ン
ア
ン
省
の
開
拓
村
で
二
〇
〇
三
年
か
ら
定
点

調
査
を
続
け
て
い
る
。
こ
こ
は
南
北
デ
ル
タ
の
政

策
入
植
者
を
受
け
入
れ
て
一
九
九
一
年
に
形
成
さ

れ
た
行
政
村
で
あ
る
が
、
二
〇
〇
〇
年
以
降
近
隣

各
省
か
ら
土
地
を
購
入
し
て
移
住
し
た
世
帯
や
日

雇
い
労
働
者
が
流
入
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
流

動
社
会
の
人
口
統
計
は
、
治
安
に
責
任
を
も
つ
村

の
公
安
の
住
民
登
録
台
帳
が
唯
一
の
公
的
資
料
と

な
る
が
、
公
安
が
作
成
し
た
手
書
き
の
住
民
台
帳

は
村
在
住
の
数
十
世
帯
の
情
報
が
ご
っ
そ
り
抜
け

落
ち
て
い
た
り
、
す
で
に
離
村
し
て
所
在
不
明
の

世
帯
が
あ
っ
た
り
と
、
全
く
当
て
に
な
ら
な
か
っ

た
。
諦
め
か
け
て
い
た
と
こ
ろ
、
二
〇
〇
五
年
末

に
保
健
省
が
行
っ
た
母
子
健
康
関
連
の
悉
皆
調
査

に
基
づ
く
全
村
統
計
デ
ー
タ
が
村
の
診
療
所
に
保

存
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
よ
う
や
く
全
村

の
人
口
お
よ
び
家
族
構
成
が
把
握
で
き
た
と
い
う

経
緯
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
ま
ま
使
用
す
る

こ
と
は
不
可
能
な
代
物
で
は
あ
る
が
、
ミ
ク
ロ
レ

ベ
ル
の
実
態
把
握
に
は
必
要
不
可
欠
な
基
本
情
報

を
提
供
し
て
く
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
現
地
調
査
を
行
う
研
究
者
に
と
っ

て
、
メ
ソ
レ
ベ
ル
の
地
方
（
省
や
県
）
や
マ
ク
ロ

レ
ベ
ル
の
全
国
の
統
計
は
、
自
身
の
調
査
村
の
全

般
的
特
質
を
理
解
す
る
う
え
で
極
め
て
重
要
な

ツ
ー
ル
で
あ
る
。
近
年
、
地
方
行
政
組
織
が
統
計

年
鑑
や
地
誌
な
ど
を
積
極
的
に
刊
行
し
て
い
る
。

私
が
調
査
し
て
い
る
ロ
ン
ア
ン
省
も
統
計
年
鑑
を

発
行
し
て
い
る
。
し
か
し
残
念
な
が
ら
、
本
図
書

館
に
は
所
蔵
さ
れ
て
お
ら
ず
、
他
省
の
統
計
も
系

統
的
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
。
ベ

ト
ナ
ム
の
出
版
事
情
を
考
え
れ
ば
、
地
方
の
統
計

や
地
誌
を
網
羅
的
に
収
集
す
る
の
は
難
し
い
と
十

分
承
知
し
て
い
る
が
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
、
外

国
人
に
よ
る
農
村
調
査
が
可
能
と
な
り
、
ベ
ト
ナ

ム
地
域
研
究
も
「
地
方
の
時
代
」
に
入
っ
た
現
状

を
考
え
れ
ば
、
少
な
く
と
も
省
レ
ベ
ル
の
統
計
資

料
の
充
実
を
早
急
に
図
る
必
要
性
は
高
い
。

ま
た
、
こ
れ
に
関
連
し
て
、
以
下
の
点
を
考
慮

す
る
必
要
が
あ
る
。
近
年
ベ
ト
ナ
ム
に
お
い
て

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
基
づ
く
民
族
誌
、
宗
教
、

文
化
な
ど
の
分
野
も
含
め
た
モ
ノ
グ
ラ
フ
な
ど
の

研
究
業
績
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
主
な
成
果

は
、
末
成
道
男
編
『
ベ
ト
ナ
ム
文
化
人
類
学
文
献

解
題
―
日
本
か
ら
の
視
点
』（
東
京
外
国
語
大
学
ア

ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
文
化
研
究
所
、
二
〇
〇
九
年
）

で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
欧
米
留
学
を
終

え
た
ベ
ト
ナ
ム
人
研
究
者
が
専
門
分
野
の
著
作
を

英
文
で
著
す
な
ど
、
ベ
ト
ナ
ム
研
究
が
急
速
に
グ

ロ
ー
バ
ル
化
し
て
い
る
。
ベ
ト
ナ
ム
国
内
で
こ
れ
ま

で
三
回
（
一
九
九
八
年
、
二
〇
〇
三
年
、
二
〇
〇
八

年
）
開
催
さ
れ
て
き
た
国
家
レ
ベ
ル
の
「
ベ
ト
ナ

ム
学
国
際
会
議
」
を
は
じ
め
、
海
外
で
は
、
オ
ー

虫
の
目
、鳥
の
目 

―
地
域
研
究
と
ア
ジ
研
図
書
館
の
役
割

岩
井
美
佐
紀


